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特集1　認知症、ジブンゴトまちづくり情報特派員特集

広報かいせい 2019.3.1 広報かいせい 2019.3.1

取材後記
　認知症の正しい理解、認知症の予防、認知症の
方やその家族との接し方など多くの事を学び、大変
役に立ちました。素晴らしい活動なので、開成町の
各自治会で積極的に認知症サポーター養成講座を
開催することをおすすめいたします！

まちづくり情報特派員　嶋田健雄

　地域や団体で集まる機会に、認知症
サポーター養成講座を受講しません
か？町職員が、講師として皆さんの所に
出向き、講座を開催します。
詳しくは町ＨＰをご確認
ください。

｢あじさい講座｣をご利用ください
　認知症は、誰もが発症する可能性があります。「おかしい
な」と思ったら、かかりつけ医に相談するか、地域包括支援
センターなどに相談してください。
　地域包括支援センターは、地域住民の皆さんの身近な
相談窓口です。認知症だけではなく、皆さんの様々なお悩
みの相談も受け付けています。何でもお気軽にご相談く
ださい。

地域包括支援
センターＨＰ▶

地域包括支援センター
〒258-0021
吉田島1043－1
(開成町福祉会館内)
☎0465－83－7688 
　network@kaiseishakyo.jp

╲ ご相談はこちら！／

地域包括支援センター

Ｉｎｔｅｒｖｉ
ｅｗ

「認知症サポーター養成講座」
　特集記事でも取り上げている｢認知症サポーター
養成講座｣。
　今回、まちづくり情報特派員が受講してきました！　

●問　企画政策課　☎84－0312
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　開成町には、銀行員、スーパーの店員、小
学生、町職員など、たくさんの認知症サポー
ターがいるとのこと。
　今回、町の認知症サポーター養成講座を
受講した開成郵便局の永田局長にインタビ
ューしました！

　開成郵便局では、認知症の
方やそのご家族の皆さ
んが安心して暮らし続
けられる地域づくりに
貢献するため、全職員
が認知症サポーター養
成講座を受講していま
す。

開成郵便局長
永田祐助さん

町の認知症サポーター
╲ 見つけた！／

約90分の講座を受講し、認知症サポー
ターに！認知症サポーターの目印として
オレンジリングが渡されます。

「こんな時ってどうする？」など認知症の
人との接し方について考えます。

高齢化率など町の現状を学びます。また、ビ
デオ上映を交えて、認知症の症状などについ
ても学びます。

町HP▶

あなたも認知症サポーターに！
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し
ま
す
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ほのぼのサロン

╲ ボランティアスタッフ／╲ 参加者／

認知症サポーター養成講座 徘徊高齢者捜索模擬訓練
　認知症サポーターとは、認知症の方やその家族の応
援者のことです。「認知症サポーター養成講座」を受講
した皆さんは、認知症の正しい知識と理解を身に付け、
日常の中で認知症の方や家族に対し、
温かい目で見守りをしています。
　３月中に３回、認知症サポーター
養成講座が開催されます。詳しくは、
おしらせ版３月１日号をご覧ください。

　道に迷って帰れないなど認知症の方が行方不明に
なったという設定のもと、町・自治会・関係機関が認知
症高齢者の発見・声かけなどの訓練を通
じて、それぞれの役割を理解し、地域全
体で認知症の方を見守る体制づくりを
進めていきます。
◯訓 練 日：3月21日（木・祝）
○実施地域：岡野・金井島・上延沢

認知症の方に限らず、誰
でも参加できると聞き、
参加しました。色々な方
とお話しや手先を使う作
業をして、良い刺激をもら
いました。

人生の先輩方のお話は楽
しく、とてもためになりま
す。ボランティアとして参
加していますが、参加者
の皆さんと一緒に楽しん
でいます。

小野間八重子さん（上島） 藤曲博美さん（下島）

地域包括支援センター
管理者/認知症支援推進員

小野　洋美

▲サポーターの証
　オレンジリング
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Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ
小学生も

認知症サポーターです！

みんなで
受けよう！

╲ う～ん…／3 2 1
皆さんはこんな時、

╲  どうしますか？ ／
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　ほのぼのサロンとは、認知症等で介護が必要な方と
その家族、地域住民、専門家などどなたでも参加できる
集いの場です。お茶をしながらお話をしたり、折り紙など
手先を使う制作活動をしたりと自由に過ごします。
　平成30年度は、福祉会館において全５回開催しまし
た。来年度も開催予定です。開催日程については、おし
らせ版でご案内します。

２月10日㈰に開催された「第５回
ほのぼのサロン」の参加者とボラン
ティアスタッフにお話を伺いました。


